
 

 

 

 

 

 

 

熱中症対策とマスク着用について 
 

 ６月に入ったばかりですが、日中は非常に暑い日々が続いております。先日は、5月に

もかかわらず日中の気温が３０度を超えました。休み時間明けなどは、子どもたちの体

調を考え、適時エアコンを使用しています。 

さて、報道等ですでにご存じの保護者様もおられることと思いますが、熱中症の危険

への対策として、子どもたちのマスクの着用について、以下の通り指導してまいります。 

 今後も基本的な感染対策（手洗いの励行、密の回避等）は継続しつつ、教育活動を進

めてまいります。保護者の皆様のご理解・ご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭訪問がはじまりました！ 
 昨日より家庭訪問が始まりました。家庭訪問では担任より学校でのお子さんの様子をお

話させていただきます。保護者の皆様には、お子さんのご家庭での様子などをお話しい

ただければと思います。保護者の皆様におかれましては、お時間を調整していただき、

ありがとうございます。短時間の訪問ではありますが、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         令和４年６月２日 

下島小だより マスク着用について 校長  

山口 仁志 

家庭数配布 

 

いろいろな場面でのマスクの着用について 

 

基本的に、次の場合はマスクをつける必要はありません。 

①屋外で十分な距離が取れる（２ｍ以上）。 

②屋外で、距離が取れなくても、会話をほとんど行わない時。 

 

登下校時…マスクをつける必要はありません。 

      （ただし、おしゃべりには注意しましょう。） 

授業  …教室ではマスクをつけます。 

      屋外で観察などをするときは、必要ありません。 

体育  …①運動場での体育(水泳含む)は、マスクをつける 

必要はありません。 

②体育館での体育は、必要に応じてマスクをつけたり 

外したりします。 

休み時間…運動場ではマスクをつける必要はありません。 

(下足室ではマスクをつけます。) 

 


